ると、 どの 宿 も わたしに は 気に入らなかった。 のみな 

らずゃ つ と 落ち つ いた 宿 も 夜 は 大きい 火 取 虫が 何 匹 も 

ひらひら 舞い こんだり した。 わたし はさん ざん 苦しん 

あげく 

だ 揚句、 まだ 一 週間と たたない うちにもう 一 度 東京へ 

帰る ことにした。 

かわせ 

ある 霜柱の 残って いる 午後、 わたし は 為替 をと りに 

行った 帰りに ふと 制作 慾 を 感じ 出した。 それ は 金の は 

い つたた めに モデル を 使う ことの 出来る の も 原因に 

なって いたのに 違いなかった。 しかし まだ そのほかに 

ほっさ て き 

も 何 か 発作的に 制作 慾の 高まり 出した の も 確かだった。 

わたし は 下宿へ 帰らずに とりあえず M と 云う 家へ 出か 



け、 十 号ぐ らいの 人物 を 仕上げる ために モデル を 一人 

雇う ことにした。 こう 云う 決心 は 憂鬱の 中に も 久しぶ 

りに わたし を 元気に した。 「この 画さえ 仕上げれば 死 

ん でも 善い。」 —— そんな 気 も 実際した ものだった。 

M と 云う 家から よこした モデル は 顔 は 余 リ綺& では 

りっぱ 

なかった。 が、 体 は II 殊に 胸 は 立派だった のに 違い 

なかった。 それから ォ オル. バックに した 髪の毛 も 房 

ふさして いたのに 違いなかった。 わたし はこの モデル 

にも 満足し、 彼女 を 籐椅子の 上へ 坐ら せて 見た 後、 

さ つ そく 

早速 仕事に とりかかる ことにした。 裸になった 彼女 は 

花束の 代りに 英字新聞の しごいた の を 持ち、 ちょっと 



安 さ を 感じ、 時々 彼女 を 時間外に もポ オズ をつ づけて 

貰ったり した。 けれども 何 かの 拍子に は 目 さえ 動かさ 

ない 彼女の 姿に ある 妙な 圧迫 を 感じる こと もない 訣で 

はなかった。 

わたしの 制作 は涉 どらなかった。 わたし は 一日の 仕 

事 を 終る と、 大&は 絨氈の 上に ころがり、 頸す じ や 頭 

を 揉んで 見たり、 ぼんやり 部屋の 中 を 眺めたり してい 

た。 わたしの 部屋に は 画架の ほかに 籐椅子の 一 脚 ある 

だけだった。 籐椅子 は 空気の 湿度の 加減 か、 時々 誰も 

坐らない のに 籐の きしむ 音 をさせる こと もあった。 わ 

たし はこう 云う 時には 無気味に なり、 早速 どこかへ 散 



歩へ 出る ことにし ていた。 しかし 散歩に 出る と 云って 

いなか まち 

も、 下宿の 裏の 土手 伝いに 寺の 多い 田舎 町へ 出る だけ 

だった。 

けれども わたし は 休みな しに 毎日 画架に 向って いた。 

モデル もまた 毎日 通って 来て いた。 そのうち にわたし 

は 彼女の 体に 前よりも 圧迫 を 感じ 出した。 それに はま 

うらやま 

た 彼女の 健康に 対する 羨 しさ もあった のに 違いな 

かった。 彼女 は 不相変 無表情に じっと 部屋の 隅へ 目 を 

じゅ-つたん 

やった なり、 薄 赤い 絨氈の 上に 横 わって いた。 「この 

女 は 人間よりも 動物 に似てい る。」 II わたし は 画架 

に ブラ ッシ ュ を やりながら、 時々 そんな こと を 考えた 



りした。 

なまあたたか 

ある 生 暖ぃ 風の 立った 午後、 わたし はや はり 画架 

に 向かい、 せっせと ブラッシュ を 動かして いた。 モデ 

ル はきょう はい つもより は 一 層む つ つりして いるら し 

かった。 わたし はいよ いよ 彼女の 体に 野蛮な 力 を 感じ 

出した。 のみならず 彼女の 腋の下 や 何 かに ある 匀も 

こくしょくじんしゅ ひ ふ 

感じ 出した。 その 匀は ちょっと 黒色人種の 皮膚の 

し ゆ うき 

臭気に 近い ものだった。 

「君 は どこで 生まれた の？」 

「群馬県 X X 町」 

「XX 町？ 機織り 場の 多い 町だった ね。」 



みち ちょうせん うし つな 

しかし 路ば たの ある 電柱に 朝鮮 牛が 一 匹繫 いで あつ 

た。 朝鮮 牛 は 頸 を さしのべた まま、 妙に 女性的に うる 

んだ 目に じっと わたし を 見守って いた。 それ は 何 かわ 

たしの 来る の を 待って いるら しい 表情だった。 わたし 

はこう 云う 朝鮮 牛の 表情に 穏 かに 戦 を 術んで いるの を 

とさ つし や 

感じた。 「あいつ は 屠殺 者に 向う 時 も ああ 云う 目 をす 

るのに 違いない。」 —— そんな 気 も わたし を 不安に した _ 

わたし はだん だん 憂鬱に なり、 とうとう そこ を 通り 過 

ぎずに ある 横町へ 曲って 行った。 

それから 二三 日た つた ある 午後、 わたし はまた 画架 

に 向いながら、 一 生 懸命に ブラ ッシ ュ を 使って いた。 



じゅうたん まゆげ 

薄 赤い 絨氈 の 上に 横たわった モデル はや はり 眉毛 さ 

え 動かさなかった。 わたし はかれ これ 半月の 間、 この 

モデル を 前にした まま、 涉 どらない 制作 をつ づけて い 

た。 が、 わたしたちの 心 もち は 少しも 互に 打ち解けな 

かった。 いや、 むしろ わたし 自身に は 彼女の 威圧 を受 

けて いる 感じの 次第に 強まる ばかりだった。 彼女 は 

休憩 時間に もシ ュ ミィズ 一 枚 着た こと はな か つた。 

のみならず わたしの 言葉に ももの 憂い 返事 をす る だけ 

だった。 しかしき ようは どうした のか、 わたしに 背中 

ほくろ 

を 向けた まま、 (わたし はふと 彼女の 右の 肩に 黒子の 

ある こと を 発見した。) 絨氈の 上に 足 を 伸ばし、 こうわ 



「誰でも 胞衣 を かぶって 生まれて 来 るんで すね？」 

「つまらな いこと を 言つ ている。」 

「だ つ て 胞衣 を かぶ つ て 生まれて 来る と 思う と、 …… 」 

「9 ……- 」 

「犬の 子の ような 気 もします ものね。」 

わたし はまた 彼女 を 前に 進まない ブラ ッシ ュ を 動か 

し 出した。 進まない？ —— しかし それ は 必ずしも 気 乗 

りの しないと 云う 訣 ではなかった。 わたし はいつ も 彼 

女の 中に 何 か 荒 あらしい 表現 を 求めて いるもの を 感じ 

ていた。 が、 この 何 か を 表現す る こと はわた しの 力量 

に は 及ばなかった。 のみならず 表現す る こと を 避けた 



た。 しかし わたし は 無気味に なり、 女中に 床 を とらせ 

た 上、 眠り薬 を 嚥んで 眠る ことにした。 

わたしの 目を醒 ましたの はかれ これ 十 時に 近い 頃 

だった。 わたし は ゆうべ 暖かった せいか、 絨氈の 上へ 

のり 出して いた。 が、 それよりも 気になつ たの は 目の 

醒める 前に 見た 夢だった。 わたし はこの 部屋の まん 中 

に 立ち、 片手に 彼女 を 絞め殺そうと していた。 (しか 

も その 夢で ある こと ははつ きりわた し 自身に も わか つ 

あおむ 

ていた。) 彼女 はや や 顔 を 仰向け、 やはり 何の 表情 もな 

しに だんだん 目をつぶって 行った。 同時に また 彼女の 

ち ぷ さ きれい 

乳房 はまる まると 綺麗に ふくらんで 行った。 それ はか 



に は 行かなかった。 こう 云う 考え はわた しに は 不安よ 

リも むしろ 無気味だった。 わたし は ゆうべ 夢の 中に 片 

手に 彼女 を 絞め殺した。 けれども 夢の 中でなかった と 

したら、 …… 

モデル は 次の 日 もやって 来なかった。 わたし はとう 

あんぴ 

とう M と 云う 家 へ 行き、 彼女 の 安否 を 尋ね る ことにし 

た。 しかし M の 主人 もまた 彼女の こと は 知らなかった。 

わたし はいよ いよ 不安に なり、 彼女の 宿所 を 教えて 

やな かさん さきち よう 

貰った。 彼女 は 彼女 自身の 言葉に よれば 谷 中 三 崎 町に 

いる はずだった。 が、 M の 主人の 言 葉に よれば 

ほんごう ひがし かたまち 

本 郷東片 町に いる はずだった。 わたし は電燈 のと も 



たど 

りかかった 頃に 本 郷東片 町の 彼女の 宿へ 迪リ 着いた。 

それ は ある 横町に ある、 薄 赤い ペンキ 塗りの 西洋 洗濯 

屋 だった。 硝子 戸 を 立てた 洗濯屋の 店に は シャツ 一枚 

になった 職人が 二人 せっせと アイロン を 動かして いた。 

わたし は 格別 急がずに 店先の 硝子 戸 を あけよう とした。 

が、 いっか 硝子 戸に わたしの 頭 をぶ つけて いた。 この 

音に は 勿論 職人た ち を はじめ、 わたし 自身 も 驚かずに 

はいられなかった。 

わたし は 怯ず 怯ず 店の 中にはい り、 職人た ちの 一 人 

に 声をかけた。 

r さんと 云う 人 はいるでしょう か？」 



「 さん はおとと いから 帰って来ません。」 

この 言葉 はわた し を 不安に した。 が、 それ 以上 尋ね 

る こと はや はり わたしに は 考え ものだった。 わたし は 

何 かあつた 場合に 彼等に 疑い を かけられない 用心 をす 

る 気 もち も 持ち合せ ていた。 

「あの人 は 時々 うち を あける と、 一週間 も 帰って来な 

いんです から。」 

顔色の 悪い 職人の 一 人 は アイロンの 手 を 休めずに こ 

う 云う 言葉 も 加えたり した。 わたし は 彼の 言葉の 中に 

はっきり 軽蔑に 近い もの を 感じ、 わたし 自身に 腹 を 立 

そ-つそう -っし 

てながら、 匆々 この 吉を 後ろに した。 しかし それ はま 



だ 善かった。 わたし は 割にし もた 家の 多い 東片 町の 往 

来 を 歩いて いるう ちに ふといつ か 夢の 中に こんな こと 

に 出合った の を 思い出した。 ペンキ 塗りの 西洋 洗濯屋 

も、 顔色の 悪い 職人 も、 火 を 透かした アイロン も —— 

いや、 彼女 を 尋ねて 行った こと も 確かに わたしに は 何 

箇月 か 前の (あるいは また 何年 か 前の) 夢の 中に 見た 

のと 変らなかった。 のみならず わたし は その 夢の 中で 

もや はり 洗濯屋 を 後ろに した 後、 こう 云う 寂しい 往来 

をた つた 一人 歩いて いたらし かった。 それから、 —— 

それから 先の 夢の 記憶 は 少しも わたしに は 残って いな 

かった。 けれども 今 何 か 起れば、 それ もた ちまち その 



夢の 中の 出来事に なり 兼ねない 心 もち もした。 ：… 

(昭和 二 年) 
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